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議長選挙の結果


有効投票１２


藤堂与三郎議員　１１


西澤伸明議員　　　１





副議長選挙の結果


有効投票１２


山田壽一議員　　１０


木村修議員　　　　１


西澤伸明議員　　　１





法以外の任期の申し合わせ無し








お元気ですか


のぶあきです


一議席の値打ち


　大激戦の中、三度目の議席をお与えいただき、みなさんの期待の大きさを改めてかみしめ、がんばる決意を新たにしています▼初議会で議会の構成が確定しました。しかし、議会運営の重要事項を決める委員会にも、湖東広域（ゴミ処理など）や紫雲苑（斎場）の広域行政組合の議会にも選任されませんでした。徹底した共産党・西澤排除のシフトが引かれた、という印象です。４５４人に代表される町民の声を議会に反映させまいとする勢力の抵抗も読み取れます▼「甲良ふるさと交流村構想」は甲良町政最大の課題、というのであれば、全体計画、費用内訳、収支見通し、運営責任の所在など明らかにした上で、具体的計画を実行に移すのが常道です。にもかかわらず、拠点となる用地購入を強行したことに批判が高まっています▼「いきなりデッカイ施設を作るより、いい商品・産物が出せる力を培うことが先では。テントかプレハブから始めればいい」とは、ある町民の声です▼選挙戦で出会った町民が私の前に車を止め、「町長が独断で土地買えるなら議会なんかいらんやないか！」。その男性は知っている議員の名前もあげ、怒りが収まりそうにありません。▼怒りも願いも代弁し、連携してたたかいが始まる「一議席」です。











行政の見張り番として


３日付けで、西澤議員は、議会の民主的運営と発言力を強める提案・要請を全議員に届けました。


要請では「町民の付託に応え、行政の見張り番として、また町民福祉の向上のため、立場の違いを超えて、大いに論議できることを希望」するとしたうえで、質問時間の制限をしないことなどなど７項目を要請しました。


５日の全員協議会で、「一般質問の時間制限の申し合わせ」が提起され、北川議員と建部議員が１時間制限を提案。西澤議員は時間制限の前に進んで質問することなど反論。結局「申し合わせ」として確認できませんでした。











日本共産党の見解を紹介します　・・　のぶあきEメールinfo@jcp-nobuaki.com  ホームhttp://www.jcp-nobuaki.com/　・・








ハコモノから


家計重視へ転換を


･･西澤議員の討論要旨･･


元々灯油の高騰は投機マネーによるもの。「金あまり」が弱者を直撃している貧富の格差こそ是正しなければならない。今回の施策は低所得者・経済的困窮者へのせめてもの手当て。支給を受ける家族にとっては暖房の温かさはもちろんのこと、行政・政治の温かさの一つを感じていただけるものと思う。


　この福祉灯油にかんがみ、「ハコモノ建設先行」を転換し今回のような家計を直接温めること、農業者の基礎力を強める方策を重視・優先することを改めて要請したいと（強く）思う。
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初議会終わる


　改選後、初の議会が５日召集され、議長選挙をはじめ、議会構成と役職が決定（別枠参照）されました。


　西澤議員は総務民生常任委員会に所属し、議会広報特別委員会の副委員長になりました。また「灯油等購入費助成」実施の補正予算が提出され、全員賛成で可決。西澤議員も１月11日申し入れていたものです。





灯油等購入費助成金


交付のあらまし


❑助成額　４０００円


❑対象　住民税が非課税者のみの世帯、65歳以上のみで構成される世帯、生活保護世帯、および障害者世帯・一人親世帯で住民税が非課税の世帯


❑約５５０世帯を予定


❑対象世帯には通知されます


【くわしくは役場まで】
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